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本稿では修辞ユニット分析 (Rhetorical Unit Analysis: RUA) における脱文脈化指数の
妥当性について検証する。修辞ユニット分析は選択体系機能言語理論の談話分析手法の一


































































































































































































統計処理は Bradley Terry モデルに基づく。Bradley Terry モデルは一対比較データに基づ
いてオッズ比をモデル化することにより，優劣を線形順序にモデル化する手法である。要素 n






となる i を導入する。ここで i = logi となる係数を導入すると以下のようになる：
logit(Pij) = i   j
.









表 1 中核要素のモデリング結果：Bradley Terry モデルによる係数
状況内：参加 状況外 状況内：非参加 定言






表 2 現象定位のモデリング結果：Bradley Terry モデルによる係数
未来 現在 過去 未来 現在
非意図的 非習慣的・一時的 意図的 習慣的・恒久




表 3 脱文脈化指数のモデリング結果：Bradley Terry モデルによる係数
2 5 9 3 4
実況 状況内予想 報告 状況内回想 計画
現在 未来 現在 過去 未来
非習慣的・一時的 f意図*,非意図 g 非習慣的・一時的 意図
状況内 状況内 状況外 状況内 状況内
f参加,非参加 g f参加*,非参加 g f参加,非参加 g 参加
0.0000 0.0447 0.0825 0.30823 0.4212
7 13 10 8 14
自己記述 説明 状況外回想 観測 一般化
現在 現在 過去 現在 現在
習慣的・恒久 習慣的・恒久 習慣的・恒久 習慣的・恒久
状況内 状況外 f状況外・定言 g 状況内 定言
参加 非参加
0.5647 0.5883 0.7137 0.7428 1.0756
表 3 に脱文脈化指数のモデリング結果を示す。実験協力者は 2実況＜ 5状況内予想＜ 9報
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